
令和8年度タウンミーティング意見一覧（牛久第二小学校区）
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意見の概要 意見に対する回答・対応内容 担当部 担当課

1 本町 1

【田宮町ポケットパークの有効活用について】
地番　牛久市田宮町１42-1
現場の「田宮町ポケットパーク」は市管理地で地目は道路にあたるとのことであるが、緑地に藤棚を備
えて地域住民の休憩場所・信号待ちの日除け場所として活用できるよう設置していただいたものと思わ
れます。しかし現状は、雑草が伸び、藤棚は藤と他の植物が伸び放題になり極めて不体裁であり、ごみ
の吹き溜まりやブロックの目隠しがあることによる食い散らかし及び用足し、さらには自転車の放置等
近隣の環境に害をもたらす場所になっています。
既に「防犯カメラ作動中看板」「立ち入り禁止コーン」や隣家との境の生垣の設置等対策を講じていただ
いていますが、隣家住民の不安が消えない状況です。
また、牛久駅西口に至るメイン道路の一つであり通行人が多い場所であり街の景観を損なっている状
況です。
要望としては、藤棚は撤去するか東屋的な日陰を、またブロックの目隠しを撤去しベンチのみを置く案、
又はすべて舗装して歩道にする案が望まれています。

当該のポケットパークにつきましては、年間4回の植栽管理を行っているところでありますが、草木の生
育に除草が追い付いていない状況です。今後は現地状況の把握に努め、管理を強化してまいります。
また、ご意見いただきました藤棚を初め、ブロック、ベンチ等の撤去につきましては、設置をさせていた
だいた経緯や、現状、目的、国からの補助金を活用していること等も考慮し、検討してまいります。

建設部
都市計画課
道路整備課

2 本町 2

【カーブミラーの設置要望】
地番　牛久市田宮町１４４－５
現場は刈谷方面から６号への抜け道及び本町区民会館利用者が国道６号に出る出口の交差点である
が、国道６号に出る際龍ヶ崎方面から来る自転車及び車両が建築物の陰になるため、運転席から見通
せる位置まで車を前進しないと確認できない状況で非常に危険な場所です。
本件は以前からカーブミラーの設置を要望している場所であるが、窓口担当は「設置場所がない、優先
度が低い」等の理由で数年間放置されているものです。
現状は、付近住民の久地岡メガネ店さんが善意で取り付けたミラーがあるが、規格に合ったものではな
く経年劣化で使用できなくなる可能性あり、至急規格に合ったカーブミラーの設置を要望します。

本要望地のカーブミラーについては、現在地付近には防火水槽が埋設されていることから、設置を見
送っておりました。今回の意見提出に伴う意向確認で、対象地を広げて設置することも可とのことでした
ので、候補地を当初の要望地から広げて行政区と協議を進めながら、設置の検討をいたします。

市民部 地域安全課

3 田宮 1
【市道23号線薬師寺裏側の交差点への横断歩道のマーキング設置】
3年前からの意見であり、地域住民からの要望、また交通量の増大や横断歩道表示のない横断から歩
行者の安全確保の為である。

昨年度いただいたご意見に基づき、昨年度中に牛久警察署に要望を行っております。
昨年度要望した当該箇所の横断歩道設置の可否について改めて牛久警察署に確認したところ、要望
箇所の南側に押ボタン信号の横断歩道が設置されており、その横断歩道との距離が近いため、当該箇
所には横断歩道は設置できないとのことです。

市民部 地域安全課

4 田宮 2

【田宮近隣公園交差点、県道野田～牛久線から県道谷田部～牛久線への右折時の時差式矢印信号
に改良】
3年前からの意見であり、県道野田～牛久線及び県道谷田部～牛久線の交通量増大に伴うもので、ス
ムーズな交通動線を図るものである。
田宮区地内の県道野田～牛久線について、交通量の増大に伴い路面標示が消され道路管理者であ
る。茨城県竜ケ崎工事事務所は今年2月中旬頃に、外側線、センターラインを施工したが、茨城県警所
轄である規制表示すなわち停止線や横断歩道が施行されておりません。同一の茨城県であり、施行に
当たっては調整を図り同時期に施行すべきではないか。渋滞時には交差点内に車が停車し歩行者が
横断不可。

右折矢印の設置につきましては、牛久警察署に問い合わせたところ、警察官が現地調査を実施して右
折車両の滞留が認められたことから、令和７年１０月２１日に県警本部に上申を行ったとのことです。
また、竜ケ崎工事事務所による工事と警察による交通規制の工事を同時に施工することは可能か牛久
警察署に問い合わせたところ、同じ茨城県であっても茨城県警察と竜ケ崎工事事務所では所管する地
域が異なるため、工事発注において、施工箇所、施工業者及び施工時期を揃えることは難しいとの回
答でした。
このため、令和８年６月１９日に、早期の施工を実施していただけるよう牛久警察署に要望いたしまし
た。

市民部 地域安全課

5 田宮 3

【牛久二小登下校時の見守りボランティア協力者減少対策について】
この件につきましても3年前からの意見書であり、行政区としてもボランティアの増員に向け継続的に努
力しておりますが、解決には至っておりません。市教育委員会として昨年はどのような検討（他の市事
例等）を行ったのか。また、今後具体的にどの様に増員を図るべき施策を推進させるのか、市の考え方
をお答え下さい。

平素より、地域の安全・安心の確保にご尽力いただき、心より感謝申し上げます。おかげさまで子供た
ちが安心して登下校することができております。
教育委員会では、登下校時の見守り活動について他市の状況も調査しており、通学補助員の配置やIC
タグの活用など、さまざまな工夫が行われていることを確認しています。市内では、学校より各ご家庭に
黄色い旗を配布し、ウォーキングや買い物のついでに行う「ながら見守り」を提案している学校もござい
ます。
登下校の見守り活動は、PTA校外委員の方、地区社協の方、地域の方に行って頂いておりますが、小
学校区によって担い手が異なり、実情もさまざまでございます。
また、中央教育審議会の答申でも、登下校の見守りは学校以外が担うべき役割とされており、保護者・
地域の方々・PTAなど、地域総ぐるみで支えていくことが大切だと考えます。
しかしながら、子ども会の解散・休会、地域の高齢化などにより、次の担い手となる後継者の確保が難
しいという地域もあります。そのため、各校の学校運営協議会において、教員も交えながら、地域の皆
様から幅広くご意見を伺い、今後の方策を検討する場を設けておりますので、そのような場で協議いた
だけるのも一つの案かと思います。
今後とも、ご無理のない範囲での登下校の児童生徒の見守りにご協力をいただければと考えておりま
す。

教育委員会 教育支援課
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6 田宮 4

【防災無線による夕方5時の時報の復活について】
日常生活の中で夕方5時の時報は、いろいろな行動の中で必要であり、子どもたちや大人までの時間
の気づきやその後の時間の配分、更に一つの目安に有効的なものと思われるが、復活の考えはない
か。

近年は、異常気象等の影響に伴い防災無線の放送頻度が増加しており、市民の方からも「放送の回数
が多い」、「寝ている赤ちゃんが起きてしまう」、「うるさい」などのご意見を多く頂戴しておりました。防災
無線の放送は「人命に関わるもの、地震、火災、台風等の非常事態に関するもの」が基本であります
が、時報は日々の防災無線の点検を目的として放送を開始したものになります。放送頻度が増えたこと
で、時報以外で試験放送を補完できることと、真に必要な情報を届きやすくするために、時報の終了に
至った経緯がございます。屋外での作業をされる方などには、時報が生活の一部になっていたことは承
知しております。一方で放送を終了したことによる感謝の声もいただいておりますので、双方の意見を
踏まえて検討させていただきます。

市民部 防災課

7 田宮 5
【行政区資源物回収事業補助金の見直しについて】
田宮子ども会を主体に行政区と共に、毎月2回指定区域内で実施しているが、一律5円/㎏の補助金で
あり、資源物種別に補助金の見直しの考えはないか。主に子ども会の活動費として充当している。

資源物回収の補助制度に関する現行「一律5円/kg」の補助金を資源物の種別ごとの補助金額設定に
見直ししてはいかがか、とのご意見につきましては、資源物の種別ごとに補助金額を設定する為には、
種別ごとに計量が必要となり、現在の収集・運搬方法を大幅に見直すこととなります。また収集・運搬に
係る経費や収集・運搬事業者の負担が大幅に増加する可能性もございますので、補助金の見直しは、
慎重に行わなければならないと考えております。

環境経済部 廃棄物対策課

8
つつじが
丘

1

【小動物（アライグマ、ハクビシン、他）の駆除について】
小動物が、つつじが丘地区の特に西半分には崖も多く頻繁に出没しています。
その駆除方法として、農業政策課から捕獲器具を貸与され、アライグマだけの捕獲を適用し、捕獲後市
役所へ連絡する。捕獲したら決められた曜日に引き取るということです。しかし、死んだら引き取らな
い。
捕獲機はアライグマだけに利用しその他の動物には適用できない。
捕獲機の設置場所は自作の果樹、農地、自家菜園に適用されて空き家においてはだめと規制が厳し
い。
アライグマ以外の動物、空き家への運用、死んでも引き取り可能と、もっと幅を広げて利用し易くしても
らえないだろうか。

まず、アライグマやハクビシンなどの有害鳥獣を捕獲するには、鳥獣保護管理法により、原則、狩猟免
許が必要となります。しかし、茨城県では平成２２年にアライグマ防除実施計画を策定し、この計画に基
づいた県主催の講習会を受講することで、外来生物法に基づく防除従事者となり、箱わなを用いた、ア
ライグマの捕獲が可能となります。そのため、市民の皆様におかれましては、農作物被害等に備え、今
後講習会の受講をご検討いただくようお願い申し上げます。
アライグマ以外の有害鳥獣の駆除については、狩猟免許を保有する専門の駆除業者等にご依頼くださ
い。また空き家への箱わなの設置については、農業被害等に直接関係がないことや、土地所有者の承
諾を得ることが難しいことから、設置は困難と判断しております。
なお、死亡したアライグマについては、これまで県指定の処分場への持ち込みができなかったため、回
収しておりませんでしたが、現在は個人での処分が困難な場合、引取りを実施させていただいておりま
すので、市農業政策課までご連絡ください。

環境経済部 農業政策課

9
第2つつじ
が丘

1

【公園内桜剪定について】
行政区内の４つの公園にある桜の木が、枝が伸びすぎて落下等が発生するような危険な個所がありま
す。また、電線を覆ったりしています。昨今のニュースでも桜の倒木が話題となっており、剪定の必要
性、剪定時期等の調査をお願いします。

ご意見をいただいた第２つつじが丘行政区内の４つの公園の桜につきましては、現地確認を行った結
果、緊急に伐採を要する桜は確認されませんでした。しかしながら、枝が垂れている桜が多く見受けら
れたため桜の休眠期である１２月から２月にかけて他の公園との優先度を考慮しながら強剪定を実施
してまいります。

建設部 都市計画課
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10
第2つつじ
が丘

2

【避難に関する確認及び依頼事項】
避難に関する考え方について回答願います。
①避難所における個人別収容スペースについて
避難運営マニュアルにおいては、一人辺りの割り当てを4㎡として、会館の全面積で割った数値としてい
ます。そのため、当行政区では６２名となるが、それだと実際の収容場所のホールは、一人辺り２㎡　に
満たず収容できません。基準となる収容スペースの考え方は見直す必要があるのではないでしょうか。
国土交通省等の資料をみると、実際の収容スペースは4㎡弱の必要があるのではないかと考えます。
②第2次避難所運営要員について
第2次避難所の運営要員を、各行政区から出すように運営マニュアルに記載されているが、実際の災
害が発生した場合、各行政区は第１次避難所の運営に人員を割かれるため、第２次避難所の運営をす
るための人員をそれ程は確保できないと考えます。
このため、運営マニュアル（様式１）上のリーダー及び運営班については、責任行政区を行政区毎に取
り決める等の方策が必要と考えます。
また、第２次避難所の運営は、避難してきた人が実質やるのだという認識を持たせる必要があると考え
ます。
③避難行動要支援者について
災害発生時の避難行動要支援者一覧表を頂きました。実際に発災時には「避難行動支援者」に「わた
しの避難計画」が提供されると説明書にありますが、行政区にはその情報は来ないのでしょうか。
実際に避難されたかどうかどのように確認すればよいのでしょか。確認しなくてもよいのでしょうか。

①避難所における個人別収容スペースについて
内閣府の「指定緊急避難場所の指定に関する手引き」によると、第１次避難場所である指定緊急避難
場所の収容人数は「各地方公共団体において適切に定めれば足りるもの」とされております。
第一次避難場所は基本的には一時的な避難をする場所として考えておりますので、収容人数の計算
方法は、ご認識のとおり延床面積を4㎡で割った数値とし、4㎡のうち2㎡を通路等のスペース、2㎡を居
住スペースとして概算しております。
居住できないスペースは除いて積算するなど、収容人数の見直しは検討していきます。
②2次避難所運営要員について
大規模災害が発生し長期的な避難生活が必要となる場合は、基本的には第2次避難場所で生活をす
ることを想定しています。そのため第1次避難場所は可能な限り縮小し、第2次避難場所の運営に注力
していただきたいと考えております。
避難所運営委員会のリーダー及び運営班の選任方法につきましては、災害が発生し、混乱した状況の
中、その場で委員会の人選をすることは難しく事前に委員を決めておいたほうがよいであろうとの考え
から、平時に各行政区より名簿を提出していただき、リーダーや運営班の人選を行うよう避難所運営マ
ニュアルの変更を検討しました。そして昨年、第２つつじが丘行政区の区長や区民の皆様にもご参加い
ただきました、牛久二小避難所運営訓練で検証し、事前に人選をしておいたほうがスムーズに避難所
運営委員会を立ち上げることができるとの考えにいたったため、防災会役員、区長会役員の皆様に説
明させていただいたうえで避難所運営マニュアルを変更したものです。
また、人選された方が全員避難所に来れるとは限りませんので、同一の運営班であっても複数の行政
区に人選をお願いしております。
ただし、行政区ごとの人口や地域の特性により、ご意見いただいた方法が良い避難所もあるかと思い
ます。そのような場合、選任の方法は避難所ごとに取り決めていただくようお願いいたします。
地域中心の避難所運営の周知につきましても、防災訓練や防災講話等を通じて認識を深めていきま
す。
③避難行動要支援者について
「わたしの避難計画」に記載されている内容は、要支援者とその避難支援者がお互いに把握をしてお
り、発災時は避難支援者が判断をして要支援者を助ける計画となります。そのため行政区に対しては、
情報共有として「わたしの避難計画」を提供しているものであり、要支援者の安否確認をお願いするも
のではございません。

市民部 防災課


